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1　研究の背景と目的

　青木栄
一

（2012）は 「文部科学省が学校運営を

業務改善の視点か ら検証 し始めた背景には、教員

の 給与 の あ り方 の 再検討の ため の 『平成 18 年度

教員勤務実態調査』が明らかに した教員の 匱常的

な多忙状況が ある（P86）。」 と述べ て い る。そ して 、

こ の 教員の 恒常的な多1官状況 が、福地保馬 （2009）
に 「現代の 教員労働の 最大 の特徴は 、教員の 本来

の仕事と して の 子 どもと向か い合う時間が奪われ

て い る」 こ とであると論 じさせ てい る（P25）、
　以上、学校 の 業務改善の研究には 「平成 18 年

度教員勤務実態調査」 か ら明 らか にな っ た教員の

多忙が、教員の 本来の仕事で ある 「子 どもと向き

合 う」 こ とへ の 隘路になっ てきたとい う背景があ

っ た の で あ る。

　と ころで 、先に福地が現代 の 教員労働の最大 の

特徴に言及したが、佐藤学 （1997）は、教員 の 仕

事の 特徴につ い て 「再帰性」「不確実卜生」そ して 「無

境界 陸」の 3 つ を挙げて い る（P94）。（「無境 界性」

は、研 究者によっ て 「無限定性 」 とも 「無定量 性」

とも呼ばれ て い る が、本稿は 引用文以外で は 「無

限定」 を使 う。 ）これ ら 3 っ すべ て が教員の仕事

にマ イナ ス として働い てい るわけではない が、「無

限定陶 は教員の 多1亡を増幅させ、様 々 な問題を

教員に 生起させ て い る （詳 しくは次章）。 しか しな

が ら、 教員の 仕事の 特徴である 「無限定1生」 に対

して 対策を講 じた研究は散見できるもの の 「無限

定陸」 は抑制 可能なもの で あ ると論じた先行研究

は管見の限 りどこ にも見当たらない
。

　そ こ で、本稿は群馬県太田市立i鎭彖本町中学校

で平成 17 年度よ り取 り組まれて きた研究と、会

社で 取組まれて い る業務改善とを採 りあげ、教員

の 仕事の 特徴で ある 「無限定陸」 は抑制可能で あ

る こ とを明 らか に して い く。 さらに 、 こ の 研究は

学校の 業務改善を促進 し、教員が時間的に余裕を

もっ て 子 どもと向か い 合 うこ との 実現を 目的 とし

てい る。

2 先行研究の検討

　松浦善…満（1997）は、無限定性を無定量陸と言い

換え教員の仕事に関して 「教職そ の もの に無定量

性が内在 してお り （中略）、 教師の仕事の絶対量 が

多すぎるこ とと同時に仕事その もの が ど こまで も

終点がない 陸質をもっ て い る 。 」（PP205−206）と論

じて い る。こ の こ とか ら、教員の 仕事の 「無定量

性」には 2 っ の 意味が含まれ てい る こ とが分かる 。

一
つ は、仕事の絶対量が多い とい うこ と。 も う

一

つ は仕事一
つ ひ とつ に終点がない とい うこ とで あ

る。なお、本稿は 「無定量性」 の 意味を上述の後

半の部分、つ まり仕事に終点がない とい う意味で

論を展開するとともに、仕事の内容 も突発的な生

徒指導等で はなく教師自身で遂行できるル
ー

チ ン

業務に限定す る 。 （理由 は次章）

　次に 「無限定1生」 が どこ まで研 究され て い るか

を見て い くと、佐藤学（1997）は 「無限定1生」 にっ

い て以下 の 3点を指摘 してい る （PP．98−99）。
（1随 常的な多1亡を引き起こす。（2）神経を磨滅させ

る疲労と ス トレ ス を招い て い る 。 （3）職域と責任の

無制限な拡大と同時に、専門性の 空洞化 を導い て

い る 。 （ただ し、（2）は突発的な生徒指導に関する

指摘で本稿で い うル
ーチ ン 業務には該当しない 、）

さらに これ らの マ イナ ス 面か ら脱却するには 、 小

浜逸夫が 主張する学校の 機能 を基礎学力と公共睦

の 育成に限定する こ とで ある とする義務教育縮小

論等が あるが、い ずれ も現実的ではない と油布佐

和子 （2007）は反論する。これ ら以外にも 「無限定

性」 か ら生起する影響とそれ らへ の 対策を述べ た

先行研究はあるが、「無限定1生」が抑制可能である

とい うこ とにつ い て は どの研究に も見当たらない 。

3 薮塚本町中学校の業務改善

　群馬県教育委員会 ・財団法人社会経済生産性本

部 コ ンサル テ ィ ン グ部（2008）による と薮塚本町中

学校は 「校務分掌の 引き継ぎの向上」 とい うテ
ー

マ の関係上、次の 2 点か ら教師自身で 遂行 で きる

ル ーチ ン業務に絞 っ て業務改善に取り組んできた 。

一 44 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

  業務の流れ

　引受者が、い つ の 時点で誰が関わり何をするの

か が
一

目で 分かるよ うに 1年間の ス ケ
ー

ジ ュ
ー

ル

をプ ロ セ ス シ
ー

ト 1 として作成 してきた（P．140）。

  作業時間

　引受者が 、割り当て られ た校務を遂行する際に、

どの くらい の時問を要するの かを示すプ ロ セ ス シ

ー
ト 2 （原案作成、原案検討 ・修正、鞴 ・リハ

ーサル 、会場設定、 実施等の 各段階の所要時間を

提示 した もの）を作成 してきた（P．146）。

4　 「無限定性」 を抑制するプ ロ セ ス シ
ー

ト2

　プ ロ セ ス シ
ー

ト2 がどの ように教員の 業務遂行

に具現 されて い るか を見るために以下の 3人の 先

生 の終 目観察と聞き取 り調査を実施 した。

（1）原案作成の段階

  体育主任 （体育祭の原案作成）

・終 日観察実施期 日 ：平成 24 年 7 月 26 日 （木）

・プロ セ ス シー ト上 の提示時間 ：4 時間、所要時

　 間 ：4時間 （26 日ま で に 2 時間かけたと言い 、

　 26 日の 勤務時間外に 2 時間所要 した。）

（2）行事に向けた準備段階

  音楽主任 （合唱 コ ン ク
ー

ル 用選 曲とCD 作成）

・終日観察実施期日 ：平成 25年 6月 25 日 （火）
・プ ロ セ ス シ

ー
ト上 の 提示 時間 二 5 時間、所要時

　 間 ；4．5 時間 （25 日まで に 3 時間か けた と言

　 い 、25 日の勤務時間外に 1．5 時間所要 した。）

  2学年主任 （職場体験学習事前指導の準備）

　・終 日観察実施期 日 ：平成 25年 7 月 3 日 （水）

・プ ロ セ ス シ
ー

ト上 の 提示 時間 ：9 時間、所要時

　 間 ：8．5時間 （3 日まで に 7 時間かけた と言い
、

　 3 日の勤務時間内に 1．5 時間所要した。）

　こ れ らの 終日観察か ら分かるよ うにプ ロ セ ス シ

ー
ト2 に計上 された時間 より、実際に要し た時間

の方がオ
ーバ ー

した事例はなか っ た 。

　さらに 「授業時数の管理に関するプロ セ ス シー

ト2」 を見ると 、 平成 19年度 と平成 20 年度の作

業時間の 比較がなされ、19年度よ り20 年度 の 方

が所要時間を多く要 した項目はなく 、 ト
ー

タル し

て L5 時間か ら 2時間の 時間軽減にな っ て い る。

　こ れらの 事実は何を意味してい るの であろ うか。

　群馬県教育委員会 ・財団法人社会経済生産性本

部 コ ンサル テ ィ ン グ部（2008）が 「ル ー
チ ン業務に

関 して は 、 業務の 流れ と一
セ ス シー トなどを 乍成しておけば、業務が交率化

で きる。」 （p．146）と主張し、また青木栄
一
（2012）

も学校の業務改善の ポイ ン トとして 3 点を挙げ、

その 中に 「特定の行事や業務に絞 っ て業務量を測

定する こ ともあ りうる。（傍線は筆者）」 （R85）と

論 じて い るが、これ ら傍線を引い た とこ ろ の理由、

つ ま りど うして作業時間を測定すれば仕事の効率

（業務改善）につ ながるの か とい う理 由が記述さ

れ てい ない
。 しか しながら、上記の終 目観察を通

し てその 理 由が明らかにな っ た 。 それは 、 次の知

見に基づい て い たの である。

　 「ル
ー

チ ン 業務に関しては、遂行時間が測定さ

れ提示 された場合、
『
多くの人が提示 された程度の

時間を使用 して業務を遂行する傾向を有する。」

こ の 親 を換計 れば、プ ロ セ ス シ
ー

ト2 に計

上 された時間は 、 教員の 仕事 の 特徴で ある 「無限

定性」 を抑制する と言えるの で ある。

　さらに、こ の事実を後押しするもの として、オ

フ ィ ス 業務改善研究会 （2007）で挙げて い る 「業

務改善で押さえておきたい 8 つ の ポイ ン ト」 の 2

番 目に 「作業時間に着目し、 そ の 測定に挑戦 しよ

う」 （P48）がある。こ の ように、オ フ ィ ス で は作

業時間の測定はすで に行われ て お り、社員は測定

された仕事の 所要時間を 目標に仕事をする こ とで 、

過分な時間をか けない ように して い た の で ある 。

5 結語

　冒頭で、業務改善に取 り組む学校が増加 して い

る こ とに触れたが 、 それ ら業務改善の 背後に は教

員の 仕事の特徴で ある 「無限定性」 は抑制可能で

あるとい うメカ ニ ズム が存在して い たの で ある。

そ して、その メカニ ズ ム は会社の オ フ ィ ス で既に

実施 され て 来た もの と同 じであっ たの で ある。

　今後は 、業務改善に取 り組む学校が さらに増え、

教員が余裕をもっ て子どもの指導に当た られ たい。
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